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研究成果の概要（和文）：実践面では、ワールドミュージアムでは30カ国以上のパートナーのコラボレーションを実現
し、ワークショップやコンサートで多くの一般の方にグローバルな学習環境の体験を提供した。特に、World Makers P
roject及びWorld Connection Projectにより、日常生活を支える生産過程をグローバルな視野で見直すことができた。
World Peace Song Projectではグローバルな創造コミュニティーによる表現を実現した。
理論面では、進化論的視点による考察と実践分析から、学習アージ「好奇心」「挑戦心」と社会アージ「感謝」「貢献
」による学習理論とデザイン論を構築した。

研究成果の概要（英文）：From the practical perspective, we expanded World Museum Project to involve 
partners in more than 30 countries and provided many people with global learning experiences. Especially, 
in World Makers Project and World Connection Project we achieved learning of production processes of 
daily necessities from a global perspective, which was found to promote the essential emotions for a 
sustainable community. Also, in World Peace Song Project, we were able to construct a creative community 
to express world peace in a global chorus.
From the theoretical perspective, based on these practices we developed the create/connect/open model and 
constructed a design framework for learning to promote flow through curiosity and challenge which are the 
essential emotions for learning, and gratitude and contribution which are essential for a sustainable 
community.

研究分野： 認知科学、教育工学、デザイン学

キーワード： グローバル・コラボレーション　創造的コミュニティー　アージ理論　構成主義学習論　進化論的学習
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
食料や生活物資、エネルギーの多くを輸入し
ている現在、日常依存している範囲は地球全
体に拡大したが、日常生活の中でそのことを
意識することは少ない。グローバルに依存す
る日常と、狭い視野との間の大きなギャップ
を埋める事は、エネルギー、環境などの問題
に直面している 21 世紀の教育の大きな課題
である。 
 
２．研究の目的 
この依存と視野の間のギャップを埋め、グロ
ーバルな視野と志を育てる学習環境と、その
理論的基盤を構築することが目的である。 
 
３．研究の方法 
実践面では、中京大学宮田研究室で実践して
きた様々な学びの場の最新の形である 
World Museum Project を基盤とした。10 カ
国 15 カ所だったパートナーのネットワーク
を 30 カ国以上に広げ、継続的に連携してワ
ークショップやオンライン・コラボレーショ
ンによる協同制作を行った。 
理論面では、社会構成主義、Mindset 理論、
および Flow 理論に基づく構成的マインドセ
ットの枠組みと実践とを相互に循環させて
発展させた。 
 
４． 研究成果 
4-1. 2013 年度の研究成果 
研究代表者の宮田義郎（中京大学）は、協同
制作による実践の参与観察データの分析の
結果「Create/Connect/Open」デザインモデ
ルの妥当性を確認し、その成果は３つの国際
学会と、２つの学会誌論文で発表した。これ
らの成果を踏まえ海外４箇所での現地ワー
クショップ、また約３０カ国からの参加によ
る３つのオンライン協同制作プロジェクト、
地域の施設や団体との協同によるワークシ
ョップを実施した。 
原田泰（公立はこだて未来大学）は、「函館」
という地域の特性をふまえつつ、街の中に活
動拠点を設けて地域の価値を変容させてい
く試行的な実践として、学生と地域の人々、
特に子どもとの交流の場を街の中に創り出
す、というコンセプトで、「プログラミング
×デザイン」というテーマのもと、 
 1.子ども向けプログラミングワークショ
ップの開催、 
 2.デジタルメディアを活用した人形劇公
演、 
 3.プログラミングワークショップ研究会
を開催した。 
上田信行（同志社女子大学）は、5 つの実験
的ワークショップやイベントの実践を基に、
学習モデル LEARNING 3.0 を構築した。興味
が モ ティベ ー ション を ドライ ブ す る
Interest-Driven Learning によって、学びが
拡張・深化するということ、また学び手が自
分の表現を創造(create)し、他者と接続

(connect)し、パブリックの場で公開(open)
し、より広い人や文脈と交流をするという
「 Create/Connect/Open モデル」であると
いうことを明らかにした。成果はコンセプト
ムービー、WEB サイト上でのインタビュー記
事として発表した。 
上芝智裕（中京大学）は、中京大学の講義に
おける Scratch や LEGO WeDo を活用した学習
環境の実践的研究および、愛知県での World 
Museum Projectのワークショップの実践や広
報を担当した。その成果は、国際会議で発表
した。 
4-2. 2014 年度の研究成果 
2014 年 5月には、中京大学において愛知ギャ
ザリングキックオフミーティング、8 月には
椙山女学園大学で第１回愛知ギャザリング
を開催し、地域の教育関係者によるワークシ
ョップ実践と情報交換を行なった。ボストン、
チェンマイなど海外のパートナーとのオン
ライン共同制作・交流も行なった。 
7 月にはスペイン UNED の共同研究者 Jose 
Manuel Saez Lopez教授と Maria Luz Cacheiro 
Gonzalez 教授を招聘し、函館市青少年センタ
ーにおける情報教育フォーラム「プログラミ
ングで広がる子どもたちの未来」で、World 
Museum Projectの実践を報告して討論を行な
った。 
8 月には Scratch@MIT において、研究分担者
の公立はこだて未来大学原田教授、中京大学
上芝准教授、同志社女子大学上田教授と共に、 
ワークショップおよび発表を行なった。 
World Peace Song Project では、世界的ミュ
ージシャングループ Women of the World と
のコラボレーションにより、2014 年 8 月に
Boston Children's Museum において、また
2015年3月には愛知県芸術文化センターにお
いて、ワークショップおよびコンサートを開
催した。後者では、World Museum のパートナ
ーが協力して演奏するための World Peace 
Song を制作、世界初演を行なった。その演奏
では、15 カ国以上の子どもたちがそれぞれの
土地の言語で平和を表現した歌詞を制作し
て歌い、それらを統合して地球規模の合唱に
よる平和の歌として制作・演奏した。また、
演奏をインターネットで配信し、世界各国か
ら参加したパートナーが視聴してメッセー
ジを送り、それがステージで表示される 
World Stage Project のシステムを開発した。 
理論面では、前年度に発表した進化論的視点
による考察と実践分析から、学習アージ「好
奇心」「挑戦心」と社会アージ「感謝」「貢 
献」による学習理論とデザイン論を整理し、
教育工学会、Higher Education Forum、私立
大学情報教育協議会、中部科学技術センター
などで、実践結果も含め発表した。 
上田信行は、アトリエ型の学び、特にアトリ
エという空間が持っている教育力、すなわち、
人を創造的活動へと駆り立てる活動、場の力
に焦点をあて、研究を行った。 
4-3. 2015 年度の研究成果 



実践面では、６カ国の連携による World 
Connection Project で、各国から輸入されて
いる製品の産地での生産者や環境などを輸
出側と輸入側で共有することにより、大量生
産・大量消費で分断されている生産者と消費
者のコミュニケーションを実現した。
Creative Collaboration Project では、手漉
き和紙、伝統的手法による紙の作品、ダンス
の身体表現など、コンピュータ以前の手仕事
の技と、Raspberry Pi および Arduino という
最新の組み込みコンピュータの技術を融合
したアート作品を、地域のアーティスト等と
のコラボレーションにより大学生が制作し、
豊田産業文化センターにて展示、解説を行い
好評を得た。 
音楽分野では、Women of the World と連携し
た World Peace Song Project を発展させ、
2015年3月に名古屋のコンサートで初演した
後、8月にアムステルダム、2016 年 2月にバ
ンコクでワークショップを実施し、オンライ
ン配信と各国のパートナーからのメッセー
ジにより、全員が参加する空間的時間的に開
かれた音楽協同制作・演奏を実現した。 
また、地域の研究者と実践者との連携による
「愛知ワークショップ・ギャザリング」を開
催し、地域の多くの参加者の体験の場と、大 
学、企業、民間の実践者・学生の学び合いの
場として成果をあげた。 
上田信行は、ヴィゴツキーの「発達の最近接
領域(Zone of Proximal Development)」から
ヒントを得た、「憧れの最近接領域 (Zone of 
Playful Development)」という概念を取り上
げて、憧れの場の創出に関する研究を行った。 
これらの実践の成果から、理論面では、大量
生 産 ・ 大 量 消 費 を 生 み 出 す
Producer/Consumer Model に基づく User 
Centered Design の限界を指摘し、それらを
克 服 するた め の新し い 枠組み と し て
Community of Creators Model に 基 づ く
Connected Community Design を提案した。
また、学習アージと社会アージの活性化・発
動条件についての知見を得た。 
4-4. 今後の発展 
以上の成果をふまえ、今後の研究課題を整理
する。 
A. Connected Community Design の実践 

Community of Creators Model を実現す
るための Connected Community Design を
実践する。豊田市の「まちさとみらい塾」
において、里のもの作りの知恵を街で体
験し、街から里に出て暮らしの手作りへ
と拡張する。 

B. グローバルとローカルの連携 
現在までは、World Museum Project にお
けるグローバルな実践と、愛知ワークシ
ョ ッ プ ギ ャ ザ リ ン グ や Creative 
Collaboration Project における地域で
の実践の連携は、愛知ワークショップギ
ャザリングでの World Makers Project な
ど、イベント型活動にとどまっていた。

日常のより継続的な活動につなげるため
の活動デザインと実践を展開する。 

C. アージの活性化の知見を活用 
A においては、学習アージ「好奇心・挑
戦心」により「街から里へ」の拡張を実
現し、そこでの継続的活動から社会アー
ジ「感謝・貢献心」へと拡張する。B に
おいても、イベント型活動での学習アー
ジから、継続的活動での社会アージへと
拡張する実践を試みる。 
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